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「 学校がこの地に移転して２０年が経ちました。」 

 

先日、小学部３年生の児童から学校の歴史について質問されました。そこ

で、校⾧室の本棚にある資料を確認していたら、この校舎が建設されてから今

年で２０年だということが分かりました。（※２００３年７月１日に校舎作成

記念セレモニーが開かれました。その前までは中信ビルの中に学校がありまし

た。） 

 

以下、新校舎移転セレモニーでの児童代表の言葉から一部抜粋したものを記

載します。 

 

 

広州日本人学校において、かつてコロナ禍以外にも「普通のことが普通では無かった。」「当たり前

の物が、実は当たり前でなかった。」時代があったことをこの校舎落成から２０年の節目の年に子ど

もたちに伝え、これから先の１０年、２０年さらにその先の未来にも学校設立当初の子どもたちの想

いをつなげていきたいです。 
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「 中信ビルの思い出」 

※１９９６年から２００３年の６月まで中信ビルの４階と５階に広州日本人学校がありました。また、

当時子どもたちの居住していたマンションは、中信ビル、花園酒店、東方酒店の三か所でした。 

 

中信ビルは建物自体の用途が違うので今よりも教育の施設・設備は整ってはいませんでしたが、新

しい校舎に移ることはうれしかったものの、思い出の中信ビル校舎とのお別れに子どもたちはとても

寂しい思いをしたようです。校舎が移転する直前の２００３年６月２７日、中２の教室のホワイトボ

ードに「ありがとう、中信とぽつんと書かれていた。」という記載が当時の学級だよりにありました。 

 

６月２６日の中信ビル校舎お別れセレモニーの感想（※当時の学級だよりから抜粋） 

 

 日本人学校が教育環境の整った施設に移転することは良いことでしたが、たとえ教

育施設や設備が整っていなくても、そこで学んだ子どもたちにとって中信ビルは思い

出の校舎だったようでした。 

 

「 運動会の練習風景」 

                    〇運動会は「大切にする５つのつながり」の全てにつな 

                     がる大きな教育活動の一つです。（下↓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      この５つのつながりをしっかりと感じながら、運動

会の目標を達成するために、今、子どもたちは運動会

の練習に一生懸命に取り組んでいます。 

 

「 運動会に関する保護者の皆様のご協力をよろしくおねがいいたします。」 

 コロナによる制限の無い運動会が久しぶりに開催されます。昨年度と比べても児童生徒数が大幅

に増えました。内容についてさまざまな部分で改善を図っております。変更部分については各種お

たよりで既にお知らせをしておりますので、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。 


